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著作権と利⽤規約 

■著作権について 

このマニュアルは著作権が保護されている著作物です。 

マニュアルの利用に関しては以下をご注意ください。 

■使用許諾契約書 

この契約は、あなたと竹内裕也との契約となります。 

本書のご利用についてあなたはこの契約に同意したことになります。 

■第一条 

この契約は、本マニュアルの情報を、本契約に基づき非独占的に使用する権利を許諾するものです。 

■第二条 

本マニュアルに含まれる情報は、著作権法により保護されており、その情報を竹内裕也との書面による事前許可

を得ずに、この一部、または全部を複製及び転載することを一切禁じます。 

コピー、ビデオや電子メディア、メール、メールマガジンなどでの複製転載およびインターネット上で公開する

ことを禁じます。 

またオークションなどを含む転売についても禁じます。 

違反した場合は、著作権侵害の重大な犯罪となり、違法に公開されたファイルを取得した場合も同じく、処罰さ

れます。 

■第三条 

あなたがこの契約に違反した場合、竹内裕也は何の通達もなくこの使用許諾契約を解約することができるものと

します。 

 

■免責事項 

本マニュアルは販売者の経験をまとめたものであり、 

全ての購入者に利益を保証するものではありません。 

 



 

ミリオンダラー馬券術の説明 

こんにちは、ミリオンダラー馬券術の作者であり 

単⾏本『ミリオンダラー馬券術』『ミリオンダラー種牡馬』の著者、竹内です。 

今回は本書を開いていただき、ありがとうございます。 

 

ミリオンダラー馬券術の理論は、もう１０年近く前に発案し、２００７年から別名で基本の部分 

のみを公開していました。 

その後、『競馬最強の法則』に掲載され、書籍を出版し WEB コンテンツになったというわけです。 

 

この馬券理論は、競馬ブックのレイティングという数値をベースにしていますが、 

私が競馬を⾒始めた頃に使っていた新聞が競馬ブックだったことで、 

このレイティングの数値を毎週のように目にしていたことが、その理由です。 

しかし・・・ 

当時はただ数値の大きい馬を買うくらいしかできませんでしたし、 

この数値の意味も理解していませんでした。 

（おそらく競馬ブックの読者の大半が未だにこの状態でしょう。） 



 

レイティングという指数は、過去走を基準にして何らかの評価をしている数値だ 

ということはわかっていたのですが、そこから過去の膨大なレースについて、 

結果とレイティング値の関係を何日も徹夜で調べていくうちに、あることに気づいたのです。 

 

それは「クラス別の基準がある」ということ。 

そして「そのクラスを勝てる基準値がある」ということです。 

 

クラス別の基準とは、例えば未勝利戦であれば数値の下限がいくつ、 

上限がいくつ、というようなクラス別の数値の幅のことです。 

クラスを勝てる基準値というのは、例えば 500 万下クラスであれば 

いくつ以上の数値なら勝ち負けする確率が⾼い、という基準値のことです。 

 

これらを過去何年も遡り、統計を取って私だけの基準値を⾒つけたことが、 

ミリオンダラー馬券術の始まりでした。 

 

 



 

◆ ミリオンダラー馬券術を進化させたアイデア 

先述の段階で、すでに馬券はとても当たるようになっていました。 

勝つ資格がある馬が手元にあるのですから当然です。 

しかし、私の目的は「勝つこと」です。 

「当てること」が目的ではありませんし、世間では「当てること」に 

「勝利」がついてくると思っている競馬ファンが多いですが、 

実際には的中率だけを求めても利益としての勝利を手に⼊れることに 

繋がらないことが多いのです。 

簡単に言えば、１番人気を買い続けていれば当てることは達成できますが、 

どうやっても競馬の⻑い歴史の中でプラスになることはないということのように、です。 

 

そこで、私はこの馬券理論に再度向き合うことになるのですが、 

⾃分で考えた理論なのに、私は大きな「意味」を⾒落としていたのです。 

その「意味」を⾒つけたことで、ミリオンダラー馬券術は劇的な進化を遂げました。 

それは「出走馬のレベル判定」です。 

 



 

よく競馬の世界では「あのレースはレベルが⾼い」なんてことを言います。 

それはタイムであったり内容であったりするわけですが、 

どちらも主観が⼊ってしまうものです。 

 

ですが、ミリオンダラー馬券術の場合は、事前に判断することができて、常にブレない 

レースレベルの判定を⾏うことができます。 

 

この馬券理論では、レイティングを用いたクラス別の平均値がわかっているわけですから、 

それをレース毎に⾒た時に 

「レースの出走メンバーの平均値が通常のこのクラス条件のレースより⾼いか低いか」 

容易に判断できることになります。 

 

このおかげで私は、500 万下クラスなのに 1000 万下クラスのレベルの馬が 

揃っているレースもあれば、未勝利レベルのレースもある、ということなどが 

手に取るようにわかるようになりました。 

 



 

そして、タイムやレース内容を後から主観的に考えるのではなく、レースの前に 

「好メンバーが揃っているのだから価値が⾼くなる可能性が⾼い」という 

当たり前の結論を手にすることができたのです。 

これを蓄積していくことで、前走のレベルが⾼いから買いだと判断できるようになり、 

統計を取ると、前走のレベルが⾼い馬は回収率が⾼いという、 

この１０年変わらない理論を手に⼊れることができたのです。 

 

それからは、アイデアが止まりませんでした。 

レベルが⾼いレースを経験した馬のほうがレイティングの伸び率が大きいこと 

（もしかすると競馬ブックの内部の人でも気がついていないかもしれません。）、 

レベルの⾼いレースに強い種牡馬や騎手、逆にレベルの低いレースに強い種牡馬、騎手 

といった傾向も判明しました。 

要するに、競馬ファンの中でも努⼒家の人たちが、必死にレースを⾒て築いた独⾃の判断よりも⾼

精度なことが、機械的にできてしまうのです。 

そしてその先も、アイデア次第で様々な馬券理論を作り出せるところが、 

ミリオンダラー馬券術の大きな特徴であり、ストロングポイントであるといえます。 



熱弁をしてしまいましたが、伝わりましたでしょうか？ 

さて、そのミリオンダラー馬券術で使うレイティングの基準値やレースレベルの算出については、

書籍化されている「ミリオンダラー馬券術」もしくは「ミリオンダラー種牡馬」を 

ご覧いただくとして、本書では、それらの手作業を⾃動化することができるソフト 

「ミリオンダラーMAKER」を紹介させていただきます。 

 

ミリオンダラーMAKER 

「ミリオンダラーMAKER」は、私のミリオンダラー馬券術を誰でも手間を掛けずに簡単に、 

そして深く使うためにと、「競馬最強の法則 WEB」で公開したソフトです。 

http://saikyo.k-ba.com/members/takeuchi/maker/ 

 



このソフトは、画面の通り出馬表形式となっており、Ｒ馬判定やＲレベルはもちろんのこと、 

それらを使った様々なファクターを一覧することができます。 

 

 

過去のデータ検索機能「Ｒ馬検索」を使うことによって 

今走と前走を組み合わせた様々な角度から過去走を検索できますので、 

分析という部分でも、ミリオンダラー馬券術を⾃分の手で掘り下げていくことができますし、 

検索した条件を狙い馬ファイルとして保存しておけば、 

レース開催日に条件に該当する馬を簡単に判別して馬券予想に活用することができます。 

 

 



検索のアイデア 

昨今のデータ競馬時代、馬券法という名の「データ集計しただけ」のものが増えています。 

しかしミリオンダラー馬券術は、勝ち馬基準値を超えている馬や、出走メンバーのレベルを 

ベースに考えるため、「その意味を言葉で説明できること」が多くなります。 

逆にそれができなければ馬券法とは呼べない、とすら私は思っています。 

ミリオンダラー馬券術を活用するには、 

まず各項目の意味をよく理解していただくことが大切ですし、 

またそれを広げていくアイデアを出すためにも、 

あなたがデータ競馬と出目／オカルトを履き違えてはいけないのです。 

 

【前⾛のＲレベルが⾼いと回収率が⾼いこと】 

まずこれをベースに、簡単な検索をしながらアイデアを広げることから始めてみてください。 

例えば、このような条件はいかがでしょうか？ 

・●●●●●●●●●●● 

・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

・●●●●●● 

・●●●●●● 



 

これを「条件」として覚えるのではなく「言葉」にしてみましょう。 

「前走レベルの⾼い相手達と勝ち馬基準値に満たない馬が戦い、 

●着以下に負けてしまった、 

しかし今走は勝ち馬基準値を満たしたと判定されているので、 

前走掲⽰板にも載れない着順だったが前走は経験として大きく、今走の目処が⽴った」 

ということが言えます。 

 

 

この条件を実際に「ミリオンダラーMAKER」で検索したのが、この画像です。 

単回収率が１１７．１%あることがわかります。 

そして、これが都合の良い検索をした結果ではなく、先述したように 

理由を言葉できちんと説明できることが重要なのです。 

 



 

世間によくある馬券法は「指数１位が 80 の時に３位が 60 から 64 なら 5 位の回収率が⾼い」 

というような、たまたまそうであっただけのものが溢れています。 

それは馬券法ではなく、競馬好きの人が商品としての馬券法を作るために 

ただ過去のデータを検索して回収率が⾼いところを書いただけのことです。 

そんなものは「言葉」になりません。 

 

そう、数字や記号や⽂字が「言葉になる」ということがミリオンダラー馬券術の真価であり、 

そうであるからこそ１０年もブレていないということが、少しは伝わりましたでしょうか？ 

そしてあなたが、「赤信号は止まる」「唐辛子は辛い」「喉が渇いたら水を飲む」といった 

常識的な判断を、ミリオンダラー馬券術を使ってできるようになれば、 

そこから先は「言葉になる馬券理論」を最大限に活用することができるのです。 

 

さて、それでもアイデアを探すためには慣れも必要です。 

そこで、次ページからはいくつかの狙い目条件をご紹介しましょう。 

もちろん、それをそのまま使うも良し！なのですが、そこから目線を学ぶことで 

あなただけの狙い馬ファイルを沢山作ってみてください。 



 

ミリオンダラーMAKER 狙い馬条件 

・狙い目条件「成⻑⼒」 

先ほど挙げた条件がありましたが、それに更に言葉を加えましょう。 

その言葉とは「そして、●●●●●●●●●●●●●●」です。 

 

・●●●●●●●●● 

・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

・●●●●●● 

・●●●●●● 

・●●●●●●●●●● 

 

 

回収率１２２．７％とグッと伸びていますね。 

 



 

・狙い目条件「血統ランク上昇」 

「ミリオンダラーMAKER」には、書籍『ミリオンダラー種牡馬』で書いたような 

クラスやＲレベルなどの条件から血統にランク付けをしています。 

 

・●●●●●●●●●● 

・●●●●●● 

・●●●●●●●●●● 

・●●●●●●●●●● 

・●●●●●●●●●● 

 

前走、血統的に●●●●●●●●判定で、●●●●●●●を相手に●●●●●●●●馬が、 

今走、●●●●●●●●●●●うえ、条件的に●●●●●●●●なっているという意味ですね。 

回収率１２２．８％と狙い目です。 

 



 

・狙い目条件「Ｇ１攻略」 

「ミリオンダラーMAKER」には、予想印、騎手ランクといった項目やその他にも特殊なファクタ

ーがあります。 

その中の一つ「●●」という項目は、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●馬で 

Ｇ１レースで特に狙い目です。 

いわゆる「●●●●●●●●●●●●●●●●●●●」タイプの馬が多く該当しますが、 

それを活用してこんな条件を紹介します。 

 

・●●●● 

・●●●●● 

・●●●●● 

・●●●●●●●● 

 

 



あえて前走条件は⼊れませんでした。 

シンプルに活用でき、回収率１３８．１％と⾼回収率の条件で使いやすいと思います。 

比較的、今走条件を絞り込んでいるため該当馬は減ってしまいますが、 

ここぞという狙い目で使える条件ですね。 

 

該当馬の数を増やしたい場合は、●●●●●●●●●馬「だけ」ということでも 

以下のように、回収率１１２．９％と成績が良いです。 

 

 

Ｇ１では、まず「●●●●馬がいるかいないか」をチェックすることを 

ルーティンにすると、予想がしやすくなります。 

 

 



 

・狙い目条件「危険な馬」 

狙い目の逆となりますが、回収率の低い馬も知っておきましょう。 

競馬ファンは回収率が⾼いところばかりに目が⾏きがちですが、 

回収率が低い馬を知っておくことも予想をするうえでは重要です。 

ミリオンダラー馬券術のＲレベル⾼＋以上というレースは、 

相手が揃っているわけですから、●●●●●●●●●●馬は危険です。 

それは「ミリオンダラーMAKER」の「●●」という項目になります。 

 

 

このように回収率６６．６%しかありません。 

６６．６％の馬から１００％を目指すよりも、⾼い回収率が⾒込める馬から 

しっかり馬券を買うほうが当然効率は良いです。 



 

・狙い目条件「ローカル⾼配当狙い」 

ローカルでの人気薄、的中率が低い１０番人気以下を狙うアイデアです。 

的中率が低いとは言え回収率が⾼めですので、 

３単の大穴を狙うような馬券が好きな人にはオススメできます。 

 

・●●●●●●● 

・●●●●●●●●● 

・●●●●●●● 

・●●●●●●●●● 

・●●●●● 

 

この「●●」とは、●●●●●●●●●●●と判定されており、 

●●●●●●●●●十分勝負になる、という馬のことです。 

そんな馬がローカルで大穴をあけるパターンの狙い目ですね。（回収率１１６．４％） 



 

・どんな狙い目より重要なこと【基本は前⾛Ｒレベルをしっかり⾒ること】 

以下の成績は、ミリオンダラー馬券術が発売された２０１１年から２０１６年２月末までの 

前走Ｒレベル別の今走成績です。 

前走 

R レベル 
着別度数 勝率 連対率 複勝率 単回収 複回収 

⾼★  1901- 1724- 1710-14903/20238 9.40% 17.90% 26.40% 89 85 

⾼＋  4351- 4351- 4241-40761/53704 8.10% 16.20% 24.10% 79 82 

⾼－  3562- 3449- 3550-38970/49531 7.20% 14.20% 21.30% 74 76 

普通  2595- 2837- 2767-33674/41873 6.20% 13.00% 19.60% 71 72 

低＋  1330- 1445- 1493-19850/24118 5.50% 11.50% 17.70% 54 69 

低－   608-  595-  638- 9610/11451 5.30% 10.50% 16.10% 61 62 

低★    54-   51-   80- 1101/ 1286 4.20% 8.20% 14.40% 70 60 

 

前走レベルの⾼いレース経由の馬を選ぶことが、馬券収支を上げることに繋がることは 

⾒ての通りですし、これは２００７年に無料公開していた時代から変わりません。 

多くの馬券理論が公開後から低迷するのは、その馬券理論が言葉にできないものだからです。 

ミリオンダラー馬券術のような言葉に変換できる馬券術との差はこういう部分なのです。 

このことを早くご理解いただければ、あとはあなたの手からミリオンダラー馬券術が 

あなた色の狙い目を生み出すことになるでしょう。 

ぜひ、沢山のアイデアを生み出してください。 

 



 

・ミリオンダラー馬券術 ステップメール講座 

ミリオンダラー馬券術のブログでは、ステップメール講座として 

色々な情報やアイデアを定期的に配信しております。 

http://www.neo2-server-3.com/~user77/neo/usrctrl.php?pg=7_ki 

また、ミリオンダラー馬券術に関連した動画も配信しております。 

https://youtu.be/B9tEYEL3IPo 

ミリオンダラー馬券術のスキルを上げたい方は、ぜひご覧ください。 


